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第12回全日本カッター競技大会

主　　催　　全日本カッター連盟

主　　管　　東　京　水　産　大　学

後　援　館　　　山　　　市

ディリースポ-ヅ新聞社

日　　時　　昭和43年5月19日(日曜日)

午前9時から午後4時まで

会　　場　　館山市　東京水産大学館山実習場

∩

∪
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第12回全日本カッター大会を迎えて

東京水産大学学長　富　　山　　哲　　夫

新緑薫る5月数多い海に生きる大学生の中から選ばれた200余名の精鋭が館山湾に集

い､雌雄を決する豪快なカック-V-スが行われることとなりましたo

当校は八十周年にあたり八十周年の行事の一環として､本大会を御世話できることは畝

に喜びに堪えません｡

けれども､準備万端不行きとどきの点もあろうかと存じますが､御寛容をお願い致しま

す｡

わが国は四面海に囲まれた環境で歴史伝統は海を通して､礎かれてまいりました｡です

から海なくして現在の日本はなかったといえましょう｡

海に学ぶ諸君の任務はこの意味からも重大であると信じます｡

今日は日頃培かわれた力を十分に発揮しで悔いのないレースを展開して下さい｡

諸君の健闘を祈ります｡

終りに臨み蕃大会を開催するにあたり種々御配慮賜わりました各位に対し､深甚なる謝

意を表するものであります｡
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会　　長

副会長

審判長

役　　員

大　　会　　役

東京水産大学　学　　長

東京水産大学　学生部長

東京水産大学　教　　授

海　技　大　学　校

海上保安大学校

鹿　児　島　大　学

神　戸　商　船大学

水　産　大　学　校

東　京　商　船大学

長　崎　大　　学

日　　本　　大　学

防　衛　大　学　校

三　重　県　立大学

東　京　水　産大学

大　　会

委　員　長　増　　田　　忠　　利

庶　　　務　風　　聞　　素　　数

会　　　計　太　　田　　　　　豊

宿　　　泊　渡　　辺　　　　　勝

会　　　場　山　　田　　淑　　久

競　技　場　杉　　崎　　　　　馨

記　　　録　大　　谷　　道　　夫

進　　　行　佐　　野　　　　　茂

放　　　送　森　　本　　永

接　　　待　石　　渡　　義　　信

鼻

富　　山　　哲　　夫

野　　中　　　　　傾三九

山　　口　　芳　　男

明　　渡　　範　　次

八　重　樫　　　　　　勉

肥　　後　　伸　　夫

西　　原　　義　　久

橋　　本　　市　　雄

中　　島　　保　　司

柴　　田　　恵　　司

添　　田　　秀　　男

寺　　島　　広　　康

細　　川　　鉄　　雄

宮　　崎　　芳　　夫

委　　員

渉　　　外　中　　塚　　民　　夫

志　　村　　　　　実

舟　　　艇　宮　　崎　　貞　　彦

保　　　安　太　　田　　久

審　　　判　水　　野　　敬

企　　　画　井　　川　　正比苗

野　　中　　繁　　孝

中　　島　　　　　広

岩　　崎　　考　　信

田　　原　　　　　隆
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(註) ◎キャプテン　　○マネージャー

身長　　体重　　　出　身　高　校　(県)

山)

(山　口)

(宮　城)

(新　潟)

(神奈川)

(佐　賀)

(島　根)

(鹿児島)

(東　享)

(香　川)

(大　阪)

(高　知)

(福　岡)

(富　山)

(愛　知)

(福　島)

(奈　良)

田　水

島　商

山　水

山　南

削　商

学年学　科

出　身　高　校　(県)

御　　　　　影(兵　庫)

福　　　　　野(富　山)

上　野　ケ　丘(大　分)

浦　　　　　河(北海道)

適　　　　　摩(島　根)

門　　　　　司｢福　岡)

足　　　　　立(東　京〕

富　山　中　部(富　山)

木　　更　　津(千　葉)

塔　　　　　南(京　都)

国　　府　　台(千　葉)

三　　本　　松　し香　川)

立　　　　　川(東　京)

名　古　屋　西(愛　知)

中　　　　　村(愛　知)
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出　身　高　校　(県)

分(鹿児島)

田(福　岡)

川(福　岡)

商大付属(熊　本)

津(北海道)

世　　田(鹿児島)

野(大　阪)
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出　身　高　校

出　身　高　校　(輿)

日　大鶴　ヶ　丘(東　京)

日　大鶴ヶ　丘(東　京)

日　大.一　高(東　京)

夷　　　　　隈(千　葉)

桃　　　　　山(京　都)

宮　古　水　産(岩　手)

安　房　水　産(千　葉)

焼　津　水　産(静　岡)

岡　　谷　　南(長　野)

巻　　　(新　潟)

与　　　　　板(新　潟)

串　　木　　野(鹿児島)

高　　　　　田(大　分)

足　　　　　立(東　京)

焼　搾　水　産(静　岡)

陵(広　島)

日　大鶴ヶ　丘(東　京)

窪(東　京)

日　大鶴　ヶ　丘(東　京)

日　大　三　島(静　岡)

田　園　調　布(東　京)
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出　身　高　校　(県)

唐　　　　　津(佐　賀)

熊本大付属(熊　本)

城　　　　　南(徳　島)

辻　　　(徳･島)

(福　岡)

(山　口)

(長　崎)

(鹿児島)

(宮　崎)

(香　川)

(岡　山)

(千　葉)

(岡　山)

(熊　本)

(福　岡)

(福　島)

(徳　島)

(秋　田)

(岐　阜)

(兵　庫)

明　　　　　善

大　　　　　津

上　　五　　島

伊　　集　　院

延　　　　　　岡

丸　　　　　亀

津　　　　　山

銚　　　　　子

津　　　　　山

能　　　　　本

福　　　　　岡

安　　　　　積

城　　　　　東

秋　　　　　田

岐　　　　　阜

秦

偉津夫　　　海

隆　　海･電

也　　海_･基Ⅰ

旭　　空･電

夫　　海･基1

俊　一　　　海

東一郎　　陸･基1

蔵　　陸･応物

近　　海･応物

行　　陸･電

幸　　空･電

勉　　　海

倍　　　陸

正　樹　　海･基Ⅰ

洋一郎　　陸.電

出　身　高　校

大
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出　身　高　校　(県)

北(東　京)

利(栃　木)

町(長　野)

川　　西(静　岡)

国　　丘(大　阪)

東(静　岡)

和　島　東(愛　媛)

宮(大　阪)

竜(鹿児島)

城(福　島)

入(広　島)

遺(広　島)
- (岩　手)

野(長　野)

那(福　岡)

野　ケ　丘(大　分)

立　　北(東　京)

城(福　島)

成　　績　　一　　覧

第1回　　①　東京水産大学

第2回　　①　東京水産大学

第3回　　①　水産大学校

第4回　　①　神戸商船大学

第5回　　①　東京水産大学

第6回　　①　東京商船大学

第7回　　①　東京水産大学

第8回　　①　神戸商船大学

第9回　　①　神戸商船大学

第10回　　①　海上保安大学校

第11回　　①　防衛大学校

第12回　　丁

②　東京商船大学

②　水産大学学

②　海上保安大学校

②　水産大学校

②　水産大学校

②　防衛大学校

②　海上保安大学校

②　海上保安大学校

②　防衛大学校

(参　防衛大学校

②　海上保安大学校

②

③　神戸商船大学

③　東京商船大学

③　東京水産'大学

⑧　海上保安大学校

⑧　三重県立大学

③　水産大学校

③　神戸商船大学

③　東京商船大学

③　水産大学校

③　三重県立大学

③　三重県立大学

③

(東　京)

(神　戸)

(呉)

(横須賀)

(神　戸)

(館　山)

(呉)

(館　山)

(神　戸)

(横須賀)

(呉)

(館　山)
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コ-ス附近略図

レ　ー　ス　の　手　引

木大会に使用される艇は長さ9米12人酒のカッターである｡救命艇として使用さ加るものであるが一般のそれは舶艦

同型であるのに対し､腕を切落して外観は普通の舟艇と変わりない｡外板鎧張の木製でオール12本(各々長さ約4米40

撞りの直径8.2糎､重さ10乃至15庇である)マスト､セール等の儀装晶を備え帆走も可能である｡漕手はクルーと呼ば

れ艇尾より船首に向って蘭右側の者が三番､同じく左側の者が2番､以下交互にー3､ 4-11､ 12番と続き､ 1 ､ 2番

をBowmen､ 11､ 12番をSirokemen (整調)と称して焼酒のピッチを加減する任務を持つ.艇尾で舵を握るのが艇長で､

指揮号令を行っているのが艇指揮である｡艇指揮は艇の全ての指揮を行い船長に相当する｡

レース距離は折返し2000米の直線コースで行う.各艇の艇首が一直線に並んだ時､号砲の信号を以ってスタートし､

スタートラインより1000米の所に設置された各コース毎の回頭旗を､艇をこれに接触させずに左回り(反時計回り)に

回頭して帰ってくる｡即ちスタートラインがそのままゴールラインで､ゴールは艇首がゴールラインに遺した時とす

るo予選は各グループ4チームづつで分けて行う.各グループの優勝チーム及び2位となったチームが敗者復活戦を行

って1位となった計4チームによって最後に優勝戟が行われるのである｡レースはいずれも時間的ずれによる海況の変

化の影響等のために､タイムレースでなく着順位である.ピヅチ(1分間に漕ぐ回数)は大体30前後であるが各チーム

とも漕法の研究を重ねているので必ずしも一定ではなくそれぞれ特色のある漕法によるピッチを持っているoレース所

要時間は10分余である｡しかし､救命艇という性質上､いかなる荒海でもレ-スは行われ､その様な場合には30分にも

及ぶ｡カッターレースは10分余の間一瞬といえども息を抜くことを許されず､しかもクル-全員の呼吸が完全に一致し

なければならない｡レ-スの見所は､ピッチをいくらに定めるか､スタートダツシ-､回頭ラストスパートの巧拙､風

浪､海潮流の対策､利用の巧拙等たゆまぬ練習､シーマンシップを完全に身につけた者が初めて克服できる実技を兼ね

た､最も豪快な海のスポーツである｡
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審　　　判　　　規　　　則

1　使用艇､オール及びコースはレースの都

度抽選により決定する｡

2　スタート

1各艇は指定の時刻､コース順に従い､ス

タートラインに整列する｡

25分前をマイクにより通達スタートブイ

につく｡ブイにつき用意が完了したら艇

長は陸上の審判員に手を挙げて合図する

3スタート用意:号笛短声連続､手旗2原

画､号笛長一声手旗頭上より一回転する

4スタート:頭上手の旗を垂直に振下すと

同時に号砲を打つ｡

3　審判長､審判員がスタートを不完全と認

めたときは直ちにレースを中止せしめ､

スタートラインに呼び返す｡

諸信号､審判艇コース横断｡

4　スタートにおける号令前の飛び出し及び

艇の事故によるスタートの遅速等は2回

で失格である｡

5　回頭は左回頭とする｡回頭は指定の回頭

旗を回頭するものとし他の回頭旗を回頭

した場合､及び回頭旗に艇またはオール

の一部でも接触した場合は失格である｡

6　ゴール:艇首が規定のゴールラインに入

った順序をもって順位とし､順序は審判

員が判定する｡

7　同着の場合は追込艇の勝とする｡

8　ゴールイン時のスタートブイタッチは失

格としない｡

9　各艇は自己のコースを航行しもしこれを

誤って他の艇に接触その他不正行為があ

ったと審判員の認めたときは失格とする

10　レ-ス中のコースにおける障害､自艇の

故障等は他艇の不正な接触を除く他各艇

自らこれを忍ぶべきものとする｡しかし

審判長の判断によりこの限りでないとき

もある｡

11　レースに関する異議申立等はすみやかに

艇指揮がこれを行い､審判長が裁決する

ユ2　オールは予備2本を積み自由に使用して

良い｡

13　補欠は2名以内自由に交替できる｡

14　オールは流したままゴールインしてよい

M E M O
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天候

時刻 偃ﾙmｨ6x5�(ﾕｩkﾂ�劔艇一着,傾rタイム 

09一00i開会式 

10.003 l i 冰ﾉ���c�8ﾈ�ｸ5�｢�劔� 

】 i 白�劔 

∫ 未�劔 一二㌦∴1 鳴�uﾉ���c(8ﾂﾘ5��i �� � � ��

ll.20 冰ﾉ���c88ﾈ�ｸ5�� � � � ��

ll.45-13.00昼食.休憩 

13.30 僭8�)Yﾈｨ�8ﾈ�ｸ5����鳴�� ��

14.10 傀x肩ﾈ�.�8ﾈ�ｸ5�� �������<VB�ﾔb���

15.00 ��ｸﾈ飲�8ﾅ�5��"�ﾂ���｢� �7��｢ﾒ����� ��

15.45i閉会式 


